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野研びより 
植物編 ３号 

野外生物生態調査研究部 植物班 

２０１５年７月 

[ラン科ネジバナ属] 

ネジバナ <捩花/捩摺> 

学名 : Spiranthes sinensis 

<花期>5～8 月 

<分布>日本全土 

日当たりのいい草地に生える多年草で、希少種が

多いラン科には珍しくあちらこちらで見られる１)。

宮崎大学構内でも多く見られる。 

名前の由来は花序がねじれていることによる 2)。

別名は捩摺(モジズリ)。捩摺は捩れ模様に染めた絹織

物の一種であり、ねじれた花序をこれに例えた。 

 一般にラン科の植物は菌類の力を借りて発芽し、

その菌類を根の中に取り込んで菌根をつくり、菌類

がつくる栄養分を吸収して成長する 3)。ネジバナも

例外ではなく、根には太い菌根が形成される。この

菌根形成に関わる菌類が芝生に多く存在しているた

め、ネジバナも芝生に多く生育している。逆にこの

共生関係にある菌がうまく増えない環境では、ネジ

バナもうまく成長できない。 

ネジバナの花序のねじれは一定ではなく、右巻

き、左巻き、ねじれずに直線に並んだもの、さらに

は途中で巻く方向が変化している個体も存在する
2)。地域ごとに差があるなど諸説あるが、宮崎大学

内における部員の調査によると右巻きと左巻きの茎

数が丁度１：１であった。 

ネジバナの巻を上側(茎頂)から見るか下側(根)から

見るか悩みどころであるが、多くの図鑑ではつる性

の植物は根から見て右巻き左巻きを判断するようで

ある 4)。それに倣うならば、根から見て時計回りな

らば右巻きと見ればよいと思われる。また、巻きの

方向が環境によるものか遺伝的なものかは分かって

いないようである。 
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 根側からみて、右巻き(右側花序)

と左巻き(左側花序)。 

ネジバナ  (2015 年 6 月 22 日木花
キャンパス体育館付近で撮影) 
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※花序…花の並びのこと。 

※菌根…陸上植物の根に真菌類が侵入・定着して形成される構造 4)。 

※coral root…珊瑚状の根 
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ネジバナの根(2015 年 6 月木
花キャンパス教育文化学部棟付
近で採取したもの) 

(a)イネの根の様子 6) 

長く細い根を持つ。多くの植物で見られる。 

(b)サンゴネランの菌根の様子 5) 

根は coral root と呼ばれ名の通り珊瑚状であり、太く短い。 
 

(a) (b) 


